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地質調査事業の先覚書たち

��

日本の地質学の創始者一ナウマンｰ

ナウマン

(1854～1927)

エドムント･ナウマン(EdmundNaumam)は明治10

年東京大学設立当時の最初の地質学教授であり地質調

査所の設立にも貢献しておりアメリカ人ライマン(B.

S.Lym･･)とともに日本の地質学の創始者として知ら

れている､ナウマンは21才で来日し日本に滞在する

こと10年31才で故国ドイツに帰った.この10年間は

ナウマンの生涯を規定したばかりでなく胃本にとって

も地質学の基礎を固める上に重要な時期であった.

日本にくるまで

ナウマンはドイツザクセンの人で1854年9月11目

に生まれた.日本でいえば安政元年ちょうどペリ

ｰが浦賀に来航した翌年にあたる.和田緯四郎は安政

3年生まれだからナウマンより2つ年下である.

ナウマンはミュンヘン大学に学んだカミそれまでの経

歴はあまり明らかでない.1874年20才でミュンヘン

大学から学位を得ている.当時のドィッは普仏戦争

に勝ちドイツ帝国が成立(1871)して間もたいころで

躍進の途上にあった.ミュンヘン大学はバイエノレン

(ババリア)の名門校で古生物学では世界的に有名たチ

ッテル(K.A.v.Zittel)がおり地質学ではバイエル

ンの地質を総括したギュンヘノレ(C.W.Gu㎜bel)がい

た.チッテルは1880年にはミュンヘン大学の総長と

なってv'る.原田豊吉横山又次郎など日本からも

この大学に学んだものが多い.ミュンヘン大学を出た

ナウマンはバイエノレン鉱山局地質課に入った.これ

は地質課といっても10万分の1の地質図幅を作っており

小規模なカ平らその組織や性格は地質調査所である.ギ

ュンベル教授は鉱山局の高等委員を兼ねており1851年

以来この地質課の主任でもあった.ナウマンは助手と

してここでフィヒテルゲビノレゲの輝緑岩の化学成分につ

いて研究していたがたまたまギュンヘノレから｢日本で

地質学の教授を求めているが行ってみないか｣と話があっ

た.ナウマンは非常に喜んで二つ返事で引きうけるこ

とにした.輝緑岩の研究を放棄して2ヵ月後には日

本への長い航海についている.若いナウマンの夢は大

きかったにちがいたい.

今井功

滞目10年

彼は明治8年(1875)8月17目に来日しだがそこには

最初のつまずきカミ待っていた.シェンク(K｡｡1S.he.k)

の後任として就職するはずの開成学校ドイツ学部の廃止

である.そこでとりあえず和田緯四郎とともに文部省

の金石取調所に入った.当時ライマンの北海道の地

質調査は最終段階に入っておりその助手マンロｰ(H.

S.Mlm･o･)は開成学校イギリス学部で地質学鉱物学

の講議をしていた.明治9年マンロｰが帰国した

のでナウマンはその後をついで開成学校の教授となり

さらに翌10年東京大学の新設とともに理学部教授とな

った.ナウマンは大学では早急に日本の地質の全貌

を把握することが困難なため地質調査を国家的規模で

組織的に行なう必要を感じ地質調査所の設立を企画し

た.まず内務省地理寮山林課を明治11年に地質課と

改変しこれを内国全土の地質調査機関として助教の

和閨緯四郎をここに送った.そして翌12年4月地質

図幅調査計画を立案し政府に意見を具申した.

明治13年勧農局地質課発行の｢地質調査施行之主

意｣によると農林土木建築鉱業窯業など10項

目にわたる産業の各分野に地質調査がいかに重要な役

割りを果たすかについてかんで含めるような説明がだ

されている.これはナウマンの意見書の主旨をそのま

ま表明したものであろう.この意見書は明治12年5月

に採択されナウマンは8月に大学を辞して地質課に入
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り技師長となった.彼はここで1年間の休暇を請求し

てドイツに帰っている.一方大学におけるナウマン

の後任にはフラウンス(DavidBrauns)カ童就任した.

明治12年に東大を卒業した小藤文次郎はナウマンの最

初にして最後の学生であったわけである.技師長と

してのナウマンは地質土性地形分析の各分野の

技術指導にあたるとともに自らも40万分の1予察東北

部や四国の地質調査などを行なった.しかし12年間

に日本全土の地質詳図(20万分の1)を完成するというナ

ウマンの計画は当時の日本の現状では達成が困難であ

り事業の進捗は停滞した.そのうち原田豊吉(明治16

年)や小藤文次郎(明治17年)がドイツから帰国して地

質家の数もふえ日本の地質学の基礎が一応固まったの

で明治18年にナウマンは解傭されドイツに帰った.

ナウマンの足跡

ナウマンの足跡はほぼ次の3地域に整理される.

第1は明治12年頃まで(東大教授時代)のフォッサマグナ地域

第2は明治ユ5年頃まで(地質課時代)の東地直方

第3は明治18年頃まで(地質調査所時代)の四国地方

フォッサマグナ地域の調査(といっても予察旅行の

ようなものだが)はっこう3回行たわれている.最初は

来日した明治8年の11月4目からでこの時は碓氷峠を

越えて浅間山に登り今の国鉄小海線に沿って南下し次

がら関東山地の古生層を克美ケ原付近で西にそびえる

3000m級の赤石山系を見て荘然奇異の感にうたれてV･

るそれは北西一南東に走る関東山地の古生層の延びに

対しこれに直交するかのような赤石の山列配置に大き

な疑問を感じたからでこれが彼のフォッサマグナに対

する最初の印象である.この疑問を解明するために翌

9年の7月から第2回の調査を行なっている.この時
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フォッサマグナ地域におけるナウマンの踏査経路

は小海線に沿って南下高野町から八郡を経て蓼科山に

登り下りは諏訪湖にでてさらに松本から大町へと足

跡をのばしている.その意図は関東山地の古生層の

北酉の延長を求めることにあったことは明らかである.

彼はこの調査によって構造の関係がわからなくなったの

ではないかと思われる､その復しばらくはこの地を訪

れていない.明治9年にはライマンによって｢蝦夷

地質要略之図｣カミあらわされ北海道の地質の大勢が

示されたカミ内地との関連の手がかりはほとんどなかっ

た.翌10年にはケイラｰ(H.Th.Geyler)がかつて

ライン(J.J.Rein)が手取川で採取した植物化石の研究

結果を発表しその地質時代をジュラ紀中期とした.

ナウマンが地質調査所の設立を企図したのはこの調子

ではとても各地の地質状況の関係がつかめないと思った

からであろう.第3回のフォッサマグナ地域の調査

はやや遅れて明治16年に行なわれている.この間に

地質調査資料の蓄積を待ったわけである.この時は吉

岡口から富士山に登り甲府に出て韮崎を経て諏訪湖に

達しここから天竜川を南下している.この調査で彼

のフォッサマグナ(大地溝)の考えがまとまったものと思

われる.ミノレンナウマン和田による明治10年の

三原山調査和田緯四郎による明治10～12年の甲斐伊

豆の調査などそれぞれ目的は異なったにしてもフォ

ッサマグナ解明の資料と放ったことは疑い狂い.

東北地方の調査はおもに40万分の1予察東北部の

調査で行なわれたものでその足跡は山形秋田青森

岩手宮城の各県に及んでいる.明治13年の夏には

西山正吾とともに羽後雄勝郡から陸中胆沢郡にかけて東

北の脊稜を横断しており明治14年には秋田県の太良鉱

山や青森県の尾太鉱山などを回っており彼が陸前伊里

前で三畳紀化石を発見したのはこの行程の途中のこと

であろう.この予察東北部の調査は北海道の地質との

関連が一つの狙いであったわげであるがナウマンは明

治13年に北海道の白亜系に関する論文を書いている.

これはライマンが採集したアンモナイトをインド産のも

のと比較しその時代を白亜紀としたものである.ま

た明治14年には日本産旧象化石や北日本の三畳系に関

する論文を書いている.

またナウマンの後任のフラウンスは明治14年にr東京

近傍地質論｣をあらわし翌15年にはフラウンスの指

導により巨饗部忠承がr概測常北地質禰｣をあらわし

て関東以北の地質が次第に明らかにたった.一方

工部省の仕事で内地の油田炭田を調査したライマンは

明治10年から12年にかけてレポｰトを提出した.これ

によって第三系の状態がかたり判明した.�



口27一

四国地方の調査は数回にわたって行なわれている.

明治16年10月には砂金磁鉄鉱調査として銅山川流域

アンチモン鉱床調査として今治別子西条付近さら

にその後吉野川に沿って領石を経て高知に行っている.

つまりこの調査で四国を横断したわけである.翌17年

には高知付近から吉野川に沿って歩いている.領石の

植物化石を採集したのはこの時である.これは後にス

ウェｰデンのNathorstによって研究されその地質時

代はジュラ紀中期以降白亜紀にかかるものとされた.

黒滝における三畳紀石灰岩の発見もこの年に行なわれた

ものと思われる.この調査で採集Lた貝化石は後に

ノイマイヤｰ(M.Nuumyer)によって調べられその

時代はジュラ紀後期とされた.ナウマンは四国の整然

とした帯状構造をもって外帯の模式とした.そして結

晶片岩から放る山脈を中軸としてその南北両側により

新しい地層からなる山脈があることからこれを構造上

アルプスになぞらえただ異なることはアノレプスの中

生代層は石灰岩白雲岩からなり高峻な山脈をなすが

四国の中生代層は砂質粘土質の岩石からなり低い丘

陵をなすとしている.

ナウマンの回本群島稽造論

ナウマンの業績の評価にあたってまずとりあげられ

るのは1885年(明治18年)ベノレリンで出版されたr日本

群島の構造と生成｣(UeberdenBauunddieEntste-

hu㎎de.J.p.nischenInse1n)であろう､地質学的資

料の少枚い時によくあれだけのものがまとめられたとい

われるがその少ない資料を提供した坂市太郎西山正

吾小藤文次郎和田維四郎巨智部忠承フラウンス

菊池安ライマンらの努力はそれだけに高く評価される

べきであろう.明治18年ごろには40万分の1予察東

北部および東部の資料はかなりそろっていたしジュラ

系の確認で福井石川県下の地質調査が行なわれてい

た.第三系についてはライマンらの全国的な踏査や

フラウンスの東京周辺の調査があり四国ではナウマ

ン西山正吾菊池安らの資料があった.

ナウマンの日本獅島地休織造図

地質1時代に関しては化石の出ない片麻岩結晶片岩

を先古生代としたのはやむを得狂いとしても古生界

(石炭系の存在は部分的に知られていた)三畳系ジュラ系

白亜系第三系第四系の存在は明らかにされていた.

このような化石による年代的層序区分は19世紀のはじ

めイギリスのウイリアム･スミス(Wi工1iamSmith)カミそ

の方法を明らかにして以来ヨｰロッパでは1850年ごろ

までに紀(Period)までの区分がだいたい確立されてい

た.したがってその後40年たらずで日本でも年代的

層序区分の大綱が示されたわけである.ナウマンは

日本群島をその規模や内部構造からみてヒマラヤやアノレ

プスに比せられるような一大弧状山脈とみなした.そ

して西南日本をまず太平洋側から外帯中帯内帯に

構造区分し外帯では先古生界古生界中生界が島弧

に平行に帯状配列するが内帯では火成岩類が多く錯

雑な関係を示し中帯(瀬戸内)は新しい時期の陥落によ

って生じたものとした.しかし後にはこの中帯を内

帯に含めている.そして内帯と外帯の境界を中央線

(MedianlinieまたはGrosseMedianspa1te)とよんだ.

ついで西南日本と東北日本とはもともと一連のもの

で同じ構造配列をなすが中央にある大陥落帯(フォ

ッサマグナ)によって両翼に分かたれるとした.そして

日本弧が大陸側にゆるやかに太平洋側に急斜した形を

なすこと内帯外帯の構造的特徴から大陸側からの

強い横圧力を考え七島山脈が抵抗体となって日本弧

が西南日本と東北日本に分割されたとみなした.

明治15年から16年にかけて地質調査所の関野修蔵

原田1豊吉の1≡1本緋島地休榊造図�
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(地形係長)が本州四国九州の磁力槻測を行ないそ

の結果フォッサマグナで等方位角線(ISog｡｡eS)が著

しく屈曲することが示されたのでナウマンはこれを引

用してフォッサマグナの証左とした(DieErschein㎜gen

�獅��杮整楳���桲敲��湧�步楴癯�慵

derErdrinde,1887).この時の図はその後カイザｰ

(E.kayser)の地質学教科書にも引用されて有名にな

った.これより前にナウマンはオｰストリアの構造

地質学者ジュｰス(E.Suess)に日本の地質図を送って

おりこれを見たジュｰスはナウマン宛の手紙の中で

｢フォッサマグナにおける縄曲の響曲は対的の一例でフォッ

サマグナは対的の角にできた新しい時代の陥落である｣と述べ

ている.この対的(Sch…㎜g)とは同時期に形成

された2つの弧状摺曲山脈が急負度で連結している現象

のことでヒマラヤ山脈とスリマン山脈とのカシミｰル

における会合などはその好例としてあげられている.

40万分の1予察地質図東部のまとめで想をねっていた原

田豊吉は明治20年(1887)にナウマンの地磁気に関する論

文を読んでジュｰスの対的説を思いだし対的によっ

てフォッサマグナ地域の解釈が可能であると考えた.

ナウマンのフォッサマグナ説に対する反論は鈴木敏の

20万分の1r甲府｣図幅説明書(明治21年)の中にあらわ

れた.鈴木敏は関東山地の古生層は釜無川の西側の

古生層に連続することは明らかでフォッサマグナなる

ものは存在せずまた明治20年(1887)に行なわれたノッ

トと田中館愛橘の全国地磁気測定調査の結果(日本地磁

力実測報告1888)によればその地域に著しい屈曲はみら

れ狂いとした.

原因豊吉はその後をうけて明治21年に｢日本地質構

造論｣を明治23年にはr日本洋盤｣(Diejap･ni･･hen

工nseln,18go)をあらわしナウマンのフォッサマグナ説

を否定した.原因説の骨子は日本群島は樺太山系

(北目木)と支郡山系(南日本)の二つの摺中山脈からなり

この両者は富士帯(ナウマンの七島山脈にほぼ相当する位置

を占める)において対的をなしているとみなしたことに

ある.原田は文中でジュｰスのいうとおリだったと

述べている.ジュｰスは彼の大著r地球の相貌｣

(A洲itzderErde,Y01.2,ユ888,voユ.3.1901)の中でナウ

マンと原田の論文にもとづいて日本離島の地体構造に

ふれているカミ本州中部の構造に関しては原田説を支

持している1ナウマンと原田の見解の相違は｢地瀦｣

かr対的｣かという点であってその他の点たとえば

中央線を境とす戸外帯と内帯の関係などについて大き

な違いがあったわけではない.なお明治18年から21

年までの3年間に蓄積された地質学的資料は膨大で小

藤文次郎の結晶片岩に関する研究をはじめとして20万

分の1地質図幅1ユ葉のほか坂市太郎の｢飛騨回近地質

報文｣などいくつかの予察調査報告カミ発表されている.

ナウマンはまずr日本の地質と地馴=ついての新知

見｣(1893)で原田説に反駁した.これは一貫した論文

ではなく第1章では白根磐梯山の噴火第2章では

フォッサマグナ紀行が主でありその後で原田説と自説

を逐一比較して原岡説では解釈カミ困難なことを述べて

いる.巨視的な地体構造論であるため論旨に具体性が

乏しv･のは無理ないかもしれない.相手の原田豊吉は

その翌年(明治27年)35才の若さで没している､

ナウマンはドイツにおける自己の名誉を維持するため

その後も自説を主張している.1901年フランクフノレ

トのゼンケンヘノレグ博物学年会で彼はr日本トルコ及

びメキシコにおける地質研究｣と題する講演を行なっ

てv'るがこの中で｢日本弧の大きな縦裂かの開裂は古生代

の初期におこりその後七島山脈が膨起して日本弧に進入し之を

開裂した･この横裂かの形成は古生代の末期に起り古生代

の終るとともに日本群島はでき上った.中生界は浅海中にでき

た｣と述べている.

ナウマン｣原国論争は遠い過去の事件として忘れ去ら

れようとしている.しかし70年後の今日でもフォッ

サマグナの謎は依然として残されたままである.

ドイツに帰ったナウマン

ドイツに帰ったナウマンは1886年(明治19年)3月6

局ドレスデンの地学協会年会の席で日本に関する講演

滋を行匁っている.その主題は構造論であったらしいが

地勢風俗政治技芸に及んでおりたまたま出席し

ていた森鴎外がこれを聞いてその言不穏なリとしとく

に許しを得て冒本人の立場から抗弁している.もっと

もそれは構造論ではなく宗教観についてであったカミ.

カイザｰの教科醤に引用された等方位磁力線図�
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ナウマンはその後ミュンヘン大学の助教授にたった.

横山又次郎の在学中のことである.ところが皮肉に

も鴎外もまた衛生学の権威ペッテンコｰフェル(P･tte･

kof･r)教授に師事するためミユ:ノヘン大学に移ってい

た.ナウマンはミュンヘンでもA11gemineZeitndg

紙に投稿したり人類学会で講演したりして日本の紹

介と自説の表明につとめていたがこれを見聞した鴎外

はAllgemineZeitung紙に反駁文(1886年12月29目付)

をのせている.ナウマンもまたこれに亦じナウマン

ｰ森論争は一時同紙上を賑わした.

森鴎外はミュンヘンで横山又次郎や原田豊吉の弟原

田直次郎(画家)とも交友しており横山との初対面の

印象については次のように述べている.

r一…夜王国号喜店(CafeRoyal)に至る･一邦人に逢ふ

横山又二郎と云ふ.此に来て地底古物学Palaeonto1ogieを

修むとぞ.寝小にして色黒し｡洋服にて日本風の礼を行な

い隣席の人々を驚かしたり…･｣

原田直次郎は鴎外の短編rうたかたの記｣の主人公のモ

デノレとして知られている.ナウマンは日本から持ち帰

った北海道産の化石類の鑑定を横山又次郎に依頼した.

横山はそれが頭足類ばかりなのでさらに地質調査所所

蔵の二枚貝や巻貝の化石を日本からとりよせこれらを

あわせて研究し1890年(明治23年)にr日本白亜紀動物

群｣(Versteinerungenausderjapanischenkreide)

と題する論文を発表した.これは日本人でたされた最

初の古生物学的研究である.やがてナウマンは大学を

辞しいくつかの鉱業会社に関係した.これらの仕事

で1890年にはアナトリア地方(小アジア)の地質調査18

93年には黒海沿岸の石炭調査1897年にはメキシコ北部

の鉱山地質調査放とを行なっている.一方この間に

1890年にはノィマイヤｰと共著で｢日本の地質ξ古生

物｣(ZurGeo1og三eundPalaeontologievonJapan)と

題する論文をさらに1893年には前述のr日本の地質と

地理についての新知見｣などをあらわしている.

1898年(明治31年)にナウマンの師ギュンヘノレが亡くなっ

た.日本では同じ年に100万分の大1日本帝国地質全

図が刊行された.これは40万分の1予察調査の完了に

よって作成されたもので日本の地質の全貌がここに初

めて明らかにされたわけである.ナウマンの感銘も一

しおだったと思われる.この地質図は土性図や鉱物

岩石化石の標本祖どとともに1900年(明治33年)パリで

開かれた世界博覧会に出品された.この年には同じバ

リで第8回万国地質学会が開かれ日本からは巨智部忠

承鈴木敏山崎直方小川琢治らが出席した.和田

維四郎の後をついで地質調査所の所長になっていた巨智

E･ジ

部忠承は

覧会場を見物している.ゼンケンヘノレグ博物学会年会

におけるナウマンの講演はその翌年のことで会場の紳

士淑女にこの100万分の1の日本地質図を示しなカミら

日本離島の形成について説明している.

その後のナウマンの消息はあまり明らかでたい.後

年佐川栄次部がフランクフノレト･アム･マインにナウマ

ンを訪問しているが晩年は病に悩まされていたという

ことである.ナウマンは1927年(昭和2年)2月1目

74歳で永眠したカミその死は日本ではあまり知られなか

った.(筆者は地質部)
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